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正常高値血圧の職域健康管理上の意義
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　従来の境界域高血圧より低いレベルの正常高値血圧（以下high normal血圧）（収縮期血圧130‐139

mmHg，拡張期血圧85-89 mmHgの間）の職域健康管理における意義を明らかにするために，874人の正常

血圧群と225人のhigh normal群の5年間追跡研究を行い，以下の結果を得た。

　1)　正常血圧群874人中67人（7.7％），high normal群225人中78人（34.7％）が5年後高血圧を発症した。

　2)　high normal群は観察開始時点においてすでに肥満度（BMI≧24 kg/m2），高コレステロール血症

（≧220 mg/dl），高γ-GTP血症（≧60 IU）の者の頻度が正常血圧群に比べ高かった。

　3)　正常血圧群から5年間での高血圧発症をみたロジスティック回帰分析によれば，年齢，収縮期血圧，

拡張期血圧が説明変数としてstepwise選択法により取り込まれた。一方，high normal群からの高血圧発症

をみたロジスティック回帰分析においては，飲酒量のみが説明変数として残った。

　4)　対象者全体から5年間での高血圧発症をみたロジスティック回帰分析によれば，high normal，血圧，

飲酒量，BMI，年齢が説明変数として残った。

　以上から，high normal血圧者は生活様式の中で肥満および飲酒歴に問題がある者が多く，高血圧発症の

リスクも高いことが示された。
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